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1962 年東大理□5 文□5 共通 

(i) 

条件より、 6 zyx  ──① 918)(2  zxyzxyzxyzxy  ──② 

①より 6006  xxzy  

②に代入して、 30)3(969)6()( 22  xxxxyzyzxxyzzyxzxyzxy  

 

また、 zy, は二次方程式 0)3()6( 22  xtxt の 2解であるから、 

400)4(3312)96(43612)3(4)6( 22222 ≦≦≧ xxxxxxxxxxxD   

 

以上により 43,30 ≦xx   ……(答) 

 

(ii) 

(i)より、直方体の体積は 2)3(  xxxyz  

2)3()(  xxxf とおくと   )3)(1(32)3()3()3(2)3()( 2  xxxxxxxxxf                                                         

          

増減表より、極大値は 4)1( f  

  また、 1)4(,0)3(  ff であるから、 

                           

 

したがって、体積の最大値は 4  ……(答) なお、このとき 3辺の長さは 4,1,1 である。 


